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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成25年８月14日に提出いたしました第94期第１四半期(自　平成25年４月１日　至　平成25年　６月

30日)の四半期報告書の提出後に、一部取引における消費税の課税非課税区分の計上に誤りがあることが

判明したため、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。　　　　　　　　　　　

なお、四半期財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修

正後のXBRL形式のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出いたします。

　
２ 【訂正事項】

　第一部　企業情報

　　　　第１　企業の概況　

　　　　　　１　主要な経営指標等の推移

　　　　第２　事業の状況

　　　　　　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　　　(1）業績の状況

　　　　　　　(2）財政状態の分析

　　　　第４　経理の状況

　　　　　　１　四半期財務諸表

　　　　　　　(1）四半期貸借対照表

　　　　　　　(2）四半期損益計算書

             注記事項

　　　　　　　(セグメント情報等)

　　　　　　　 セグメント情報

　　　　　　　(１株当たり情報)

　　　四半期レビュー報告書

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

(訂正前)

回次
第93期
第１四半期
累計期間

第94期
第１四半期
累計期間

第93期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日

至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （千円） 1,581,362 1,551,932 6,238,336

経常利益 （千円） 9,787 31,367 53,771

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △13,501 29,166 47,364

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 62,280 62,280 62,280

純資産額 （千円） 1,726,469 1,889,808 1,843,798

総資産額 （千円） 5,317,054 5,505,257 5,403,844

１株当たり四半期（当期）　
純利益金額又は四半期純損失
金額（△）

（円） △0.22 0.47 0.76

潜在株式調整後１株当たり　
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 32.5 34.3 34.1
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標の推移につい

ては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。
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(訂正後)

回次
第93期
第１四半期
累計期間

第94期
第１四半期
累計期間

第93期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日

至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （千円） 1,581,362 1,551,932 6,238,336

経常利益 （千円） 9,787 26,653 53,771

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）

（千円） △13,501 24,811 47,364

持分法を適用した場合の投資
利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 2,394,398 2,394,398 2,394,398

発行済株式総数 （千株） 62,280 62,280 62,280

純資産額 （千円） 1,726,469 1,885,453 1,843,798

総資産額 （千円） 5,317,054 5,500,543 5,403,844

１株当たり四半期（当期）　
純利益金額又は四半期純損失
金額（△）

（円） △0.22 0.40 0.76

潜在株式調整後１株当たり　
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 32.5 34.3 34.1
 

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標の推移につい

ては、記載しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は子会社株式及び関連会社株式を有していないので、持分法を適用した場合の投資利益については、記

載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。
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第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

(訂正前)

　当第１四半期累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）におけるわが国経済は、金融緩和などの

経済政策への期待感から、円安株高が進行し、企業業績には回復の傾向が見受けられます。しかしながら、

新興国の景気減速や欧州の債務危機問題の長期化など、先行き不透明感も残る状況が続いております。

(中略)

　この結果、当第１四半期累計期間における営業収入は、1,551,932千円で、前年同四半期累計期間と比

べ、29,429千円（1.9％）の減収、営業利益は23,502千円で、前年同四半期累計期間と比べ、20,581千円

（704.6％）の増益、経常利益は31,367千円で、前年同四半期累計期間と比べ、21,580千円（220.5％）の増

益となりました。また、四半期純損益は29,166千円となり、21,308千円の投資有価証券評価損を計上した前

年同四半期累計期間と比べ42,668千円（前年同四半期累計期間は△13,501千円）の増益となりました。

　
　各セグメントの業績の状況は次の通りであります。

①港湾運送事業

　当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、円安傾向の影響により、輸出関連の収入は堅

調に推移したものの、輸入関連の収入は厳しいものがありました。

　この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、1,477,550千円で、前年同四半期

累計期間と比べ、38,334千円（2.5％）の減収となり、全セグメントの95.2%を占めております。

　セグメント利益（営業利益）は、124,752千円で、前年同四半期累計期間と比べ、47,452千円（61.4％）

の増益となりました。

　

(後略)
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(訂正後)

　当第１四半期累計期間（平成25年４月１日～平成25年６月30日）におけるわが国経済は、金融緩和などの

経済政策への期待感から、円安株高が進行し、企業業績には回復の傾向が見受けられます。しかしながら、

新興国の景気減速や欧州の債務危機問題の長期化など、先行き不透明感も残る状況が続いております。

(中略)

　この結果、当第１四半期累計期間における営業収入は、1,551,932千円で、前年同四半期累計期間と比

べ、29,429千円（1.9％）の減収、営業利益は18,788千円で、前年同四半期累計期間と比べ、15,867千円

（543.2％）の増益、経常利益は26,653千円で、前年同四半期累計期間と比べ、16,866千円（172.3％）の増

益となりました。また、四半期純損益は24,811千円となり、21,308千円の投資有価証券評価損を計上した前

年同四半期累計期間と比べ38,313千円（前年同四半期累計期間は△13,501千円）の増益となりました。

　
　各セグメントの業績の状況は次の通りであります。

①港湾運送事業

　当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、円安傾向の影響により、輸出関連の収入は堅

調に推移したものの、輸入関連の収入は厳しいものがありました。

　この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、1,477,550千円で、前年同四半期

累計期間と比べ、38,334千円（2.5％）の減収となり、全セグメントの95.2%を占めております。

　セグメント利益（営業利益）は、120,039千円で、前年同四半期累計期間と比べ、42,739千円（55.3％）

の増益となりました。

　

(後略)
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　（２）財政状態の分析

(訂正前)

（流動資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より80,936千円増加して3,218,480千円とな

りました。これは営業未収入金の増加41,595千円、立替金の増加30,623千円等によるものであります。

(中略)

（流動負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より42,719千円減少して2,052,075千円とな

りました。これは短期借入金の減少114,900千円、未払金の増加41,582千円、預り金の増加23,786千円等に

よるものであります。

(中略)

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は、前年事業度末より46,010千円増加して1,889,808千円となり

ました。これは繰越利益剰余金の増加29,166千円、その他有価証券評価差額金の増加16,875千円等によるも

のであります。

　
(訂正後)

（流動資産）

　当第１四半期会計期間末における流動資産は、前事業年度末より76,222千円増加して3,213,767千円とな

りました。これは営業未収入金の増加41,595千円、立替金の増加30,623千円等によるものであります。

(中略)

（流動負債）

　当第１四半期会計期間末における流動負債は、前事業年度末より43,078千円減少して2,051,716千円とな

りました。これは短期借入金の減少114,900千円、未払金の増加41,582千円、預り金の増加23,786千円等に

よるものであります。

(中略)

（純資産）

　当第１四半期会計期間末における純資産は、前年事業度末より41,654千円増加して1,885,453千円となり

ました。これは繰越利益剰余金の増加24,811千円、その他有価証券評価差額金の増加16,875千円等によるも

のであります。
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第４ 【経理の状況】

２　監査証明について

(訂正前)

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、かがやき監査法人により四半期レビューを受けております。

　

(訂正後)

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に

係る四半期財務諸表について、かがやき監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出してお

りますが、訂正後の四半期財務諸表について、かがやき監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。
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１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

(訂正前)

(単位：千円)

　　　　 前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 2,038,697 2,048,560

　 　 受取手形 ※１ 6,107 ※１ 4,382

　 　 営業未収入金 684,888 726,483
　 　 立替金 354,060 384,684
　 　 その他 61,980 64,296
　 　 貸倒引当金 △8,190 △9,925

　 　 流動資産合計 3,137,544 3,218,480

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物（純額） 201,478 197,156
　 　 　 構築物（純額） 2,552 2,514
　 　 　 機械及び装置（純額） 19,114 17,916
　 　 　 車両運搬具（純額） 48,808 45,383
　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 10,619 9,944
　 　 　 土地 576,183 576,183
　 　 　 リース資産（純額） 27,584 28,864
　 　 　 建設仮勘定 4,500 －

　 　 　 有形固定資産合計 890,841 877,963

　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 391,034 384,051
　 　 　 その他 103,282 115,976

　 　 　 無形固定資産合計 494,316 500,028

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 669,293 689,017
　 　 　 差入保証金 99,194 99,286
　 　 　 その他 384,739 397,289
　 　 　 貸倒引当金 △280,815 △288,583

　 　 　 投資その他の資産合計 872,412 897,009

　 　 固定資産合計 2,257,569 2,275,001

　 繰延資産 　 　
　 　 社債発行費 8,730 11,775

　 　 繰延資産合計 8,730 11,775

　 資産合計 5,403,844 5,505,257
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(単位：千円)

　　　　　 前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　

　 　 支払手形 ※１ 47,874 ※１ 38,258

　 　 営業未払金 479,705 481,029
　 　 短期借入金 648,600 533,700
　 　 1年内償還予定の社債 92,100 113,400
　 　 1年内返済予定の長期借入金 605,577 627,606
　 　 未払金 75,842 117,424
　 　 未払法人税等 13,682 19,644
　 　 賞与引当金 34,453 8,815

　 　 その他 ※１ 96,960 ※１ 112,195

　 　 流動負債合計 2,094,795 2,052,075

　 固定負債 　 　
　 　 社債 296,850 425,550
　 　 長期借入金 887,975 862,649
　 　 退職給付引当金 175,572 179,356
　 　 その他 104,854 95,818

　 　 固定負債合計 1,465,251 1,563,373

　 負債合計 3,560,046 3,615,448

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 2,394,398 2,394,398
　 　 資本剰余金 　 　
　 　 　 資本準備金 314,304 314,304
　 　 　 その他資本剰余金 433,466 433,466

　 　 　 資本剰余金合計 747,771 747,771

　 　 利益剰余金 　 　
　 　 　 利益準備金 5,856 5,856
　 　 　 その他利益剰余金 　 　
　 　 　 　 繰越利益剰余金 △1,152,310 △1,123,143

　 　 　 利益剰余金合計 △1,146,454 △1,117,287

　 　 自己株式 △10,371 △10,403

　 　 株主資本合計 1,985,344 2,014,478

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △141,545 △124,670

　 　 評価・換算差額等合計 △141,545 △124,670

　 純資産合計 1,843,798 1,889,808

負債純資産合計 5,403,844 5,505,257
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(訂正後)

(単位：千円)

　　　　 前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部 　 　
　 流動資産 　 　
　 　 現金及び預金 2,038,697 2,048,560

　 　 受取手形 ※１ 6,107 ※１ 4,382

　 　 営業未収入金 684,888 726,483
　 　 立替金 354,060 384,684
　 　 その他 61,980 59,582
　 　 貸倒引当金 △8,190 △9,925

　 　 流動資産合計 3,137,544 3,213,767

　 固定資産 　 　
　 　 有形固定資産 　 　
　 　 　 建物（純額） 201,478 197,156
　 　 　 構築物（純額） 2,552 2,514
　 　 　 機械及び装置（純額） 19,114 17,916
　 　 　 車両運搬具（純額） 48,808 45,383
　 　 　 工具、器具及び備品（純額） 10,619 9,944
　 　 　 土地 576,183 576,183
　 　 　 リース資産（純額） 27,584 28,864
　 　 　 建設仮勘定 4,500 －

　 　 　 有形固定資産合計 890,841 877,963

　 　 無形固定資産 　 　
　 　 　 のれん 391,034 384,051
　 　 　 その他 103,282 115,976

　 　 　 無形固定資産合計 494,316 500,028

　 　 投資その他の資産 　 　
　 　 　 投資有価証券 669,293 689,017
　 　 　 差入保証金 99,194 99,286
　 　 　 その他 384,739 397,289
　 　 　 貸倒引当金 △280,815 △288,583

　 　 　 投資その他の資産合計 872,412 897,009

　 　 固定資産合計 2,257,569 2,275,001

　 繰延資産 　 　
　 　 社債発行費 8,730 11,775

　 　 繰延資産合計 8,730 11,775

　 資産合計 5,403,844 5,500,543
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(単位：千円)

　　　　　 前事業年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部 　 　
　 流動負債 　 　

　 　 支払手形 ※１ 47,874 ※１ 38,258

　 　 営業未払金 479,705 481,029
　 　 短期借入金 648,600 533,700
　 　 1年内償還予定の社債 92,100 113,400
　 　 1年内返済予定の長期借入金 605,577 627,606
　 　 未払金 75,842 117,424
　 　 未払法人税等 13,682 19,286
　 　 賞与引当金 34,453 8,815

　 　 その他 ※１ 96,960 ※１ 112,195

　 　 流動負債合計 2,094,795 2,051,716

　 固定負債 　 　
　 　 社債 296,850 425,550
　 　 長期借入金 887,975 862,649
　 　 退職給付引当金 175,572 179,356
　 　 その他 104,854 95,818

　 　 固定負債合計 1,465,251 1,563,373

　 負債合計 3,560,046 3,615,090

純資産の部 　 　
　 株主資本 　 　
　 　 資本金 2,394,398 2,394,398
　 　 資本剰余金 　 　
　 　 　 資本準備金 314,304 314,304
　 　 　 その他資本剰余金 433,466 433,466

　 　 　 資本剰余金合計 747,771 747,771

　 　 利益剰余金 　 　
　 　 　 利益準備金 5,856 5,856
　 　 　 その他利益剰余金 　 　
　 　 　 　 繰越利益剰余金 △1,152,310 △1,127,499

　 　 　 利益剰余金合計 △1,146,454 △1,121,643

　 　 自己株式 △10,371 △10,403

　 　 株主資本合計 1,985,344 2,010,123

　 評価・換算差額等 　 　
　 　 その他有価証券評価差額金 △141,545 △124,670

　 　 評価・換算差額等合計 △141,545 △124,670

　 純資産合計 1,843,798 1,885,453

負債純資産合計 5,403,844 5,500,543
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(2) 【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(訂正前)

(単位：千円)

　　

前第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業収入 1,581,362 1,551,932

営業原価 1,503,329 1,432,759

営業総利益 78,033 119,173

販売費及び一般管理費 75,112 95,671

営業利益 2,921 23,502

営業外収益 　 　
　 受取利息 54 32
　 受取配当金 10,958 11,075
　 貸倒引当金戻入額 342 －
　 雑収入 10,404 10,312

　 営業外収益合計 21,759 21,420

営業外費用 　 　
　 支払利息 14,048 11,609
　 社債発行費償却 － 554
　 雑損失 844 1,391

　 営業外費用合計 14,893 13,555

経常利益 9,787 31,367

特別利益 　 　
　 固定資産売却益 － 13
　 投資有価証券売却益 － 1,376

　 特別利益合計 － 1,389

特別損失 　 　
　 固定資産除却損 255 －
　 投資有価証券評価損 21,308 －

　 特別損失合計 21,563 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △11,776 32,756

法人税、住民税及び事業税 1,725 3,590

法人税等合計 1,725 3,590

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,501 29,166
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(訂正後)

(単位：千円)

　　

前第１四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業収入 1,581,362 1,551,932

営業原価 1,503,329 1,437,472

営業総利益 78,033 114,460

販売費及び一般管理費 75,112 95,671

営業利益 2,921 18,788

営業外収益 　 　
　 受取利息 54 32
　 受取配当金 10,958 11,075
　 貸倒引当金戻入額 342 －
　 雑収入 10,404 10,312

　 営業外収益合計 21,759 21,420

営業外費用 　 　
　 支払利息 14,048 11,609
　 社債発行費償却 － 554
　 雑損失 844 1,391

　 営業外費用合計 14,893 13,555

経常利益 9,787 26,653

特別利益 　 　
　 固定資産売却益 － 13
　 投資有価証券売却益 － 1,376

　 特別利益合計 － 1,389

特別損失 　 　
　 固定資産除却損 255 －
　 投資有価証券評価損 21,308 －

　 特別損失合計 21,563 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △11,776 28,043

法人税、住民税及び事業税 1,725 3,232

法人税等合計 1,725 3,232

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,501 24,811
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【注記事項】

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(訂正前)

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,477,550 71,897 1,549,448 2,484 1,551,932 － 1,551,932

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

380,050 108,417 488,467 － 488,467 △488,467 －

計 1,857,600 180,315 2,037,915 2,484 2,040,400 △488,467 1,551,932

セグメント利益 124,752 △8,064 116,687 2,453 119,141 △95,639 23,502
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおりま

          す。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△95,639千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(後略)

　

(訂正後)

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期財務
諸表計上額
（注）３港湾運送事業

自動車運送事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,477,550 71,897 1,549,448 2,484 1,551,932 － 1,551,932

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

380,050 108,417 488,467 － 488,467 △488,467 －

計 1,857,600 180,315 2,037,915 2,484 2,040,400 △488,467 1,551,932

セグメント利益 120,039 △8,064 111,974 2,453 114,428 △95,639 18,788
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおりま

          す。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△95,639千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(後略)
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(１株当たり情報)

(訂正前)

　　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前第１四半期累計期間

(自　平成24年４月１日

　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）
△0円22銭 0円47銭

　（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）（千円）
△13,501 29,166

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）（千円）
△13,501 29,166

　普通株式の期中平均株式数（千株） 62,185 62,183
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(訂正後)

　　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前第１四半期累計期間

(自　平成24年４月１日

　至　平成24年６月30日)

当第１四半期累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年６月30日)

　１株当たり四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）
△0円22銭 0円40銭

　（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）（千円）
△13,501 24,811

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額又は

　四半期純損失金額（△）（千円）
△13,501 24,811

　普通株式の期中平均株式数（千株） 62,185 62,183
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社大運(E04247)

訂正四半期報告書

16/18



かがやき監査法人

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   上   田   勝   久   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   奥   村   隆   志   印

　

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年４月15日

株式会社　大運

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社大運の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第94期事業年度の第１四半期会計期間(平成25

年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大運の平成25年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　
その他の事項

四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正してい

る。なお、当監査法人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成25年８月14日に四半期レビュー報告書を提

出した。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
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(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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